







その他のタイトル The Transformation of the Rural Landscape and
Economy of the Kurobe Alluvial Fan in Central
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もなう景観と就業変化(田林， 1975 ; U 1本・出林， 1975 ; Tabayashi， 1997)， 1980 年代の低成長期
の農業経営状況 (IJ~l三， 1984 ;日]林， 1991)， 1990年代の就業構造とコミュニティ活動の特徴 (11林，
2000 ; IJ林・菊地 2000)など すでに何度か報告してきた.これらの と重複する部分もある
が，その後の調査結果を加え， 1960年代から約40年間の農村の変容過程を整担してみることにする.
これによって， 201止紀後半の汀本の稲作農村の一般的な変化のかなりの部分が理解できると忠われる.
入普IHT?rliUJ新地区は黒部Jli詰:Ik地扇頂部右月刊こ{立Tlまする古文村ー である (写真 1) .地71三は南部からjと
部に 1/100-1/150の勾配で傾斜し， I邑i場整備事業実施以前は地表部に波状のうねりによる高低差が




10)の黒部)1¥のifJ道変遷で対岸の現在の??三奈月 1fT~ïlï Ll 地区から分離されたもので 独立した藩政村と
して認められたのは 1656年(Iy~暦 2 )と言われている(入善I汀誌編纂委員会， 1967). 1日新屋村の一




















(国土地理院発行 5万分の 1地形図，深井三郎 (1966)により作成)
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第 1表 市山県入存1ITifl山新地返における民家と農業経営
農家(戸) 兼業禄別農家(戸) 帝王 'tl~，~ 耕!也 Wii和 (lOa) 
そ'1、うじト、ヰ友/人 専業 第 l滋 第2極 恒常的 日rm IC常 合計 1:1 ):1 果樹i認J子tt王!'手~( 兼業農家 兼業:農家 勤務 U¥t家
1960 106 44 32 24 43 13 1，011 1，006 5 。
1970 98 ‘〉 49 47 3、5 60 1，105 1，092 13 。
1975 96 フ 23 51 38 5 1，179 1，167 12 。
1980 94 4 1 79 64 21 7 1，237 1，237 。。
1985 91 4 9 78 64 16 1，167 1，105 62 。
1990 91 4 6 81 71 15 1，194 1，187 8 。
1995 82 4 4 74 65 10 3 1，198 1，194 フ フ
2000 78 6 6 66 * 1，233 1，230 ? 


















達した. 1964年から始められた浦山主Ij.地区の闘場整備事業は， j民間Wjの10月から 4月にかけて施行
されたことから天侯が不)IHであり，工事ははかどらなかった.また工事の最大の困難さは表士扱し 3に
あり，表土15cmの権保がむずかしく (富山県 1972) 他地区から土の搬入も行なわれた.最終年度
の1970年から米の生産誠整が始まり，休耕j:による通年施行が行なわれ(金1奇ほか， 1971)， 1972年 7
月には換地処分も完了した.事業費は 1964年頃には 10aにつき 10万円程度であったものが， 1970年




Ii立Ij坊主計m卒業と L並行して農業構造改善事業が進められた. 1963， 64年に実施された l次事業によ
り，iH UJ新地区にトラクター，乳I1二，乳牛舎が導入され，続く 1967から 69年度にかけて!日新屋村全
域を対象とした 2次事業が実施され， irl1山新地区にも 2台のトラクターと農機具格納庫が割りあてら
れた. また?f1r山新地i玄では 197011三に県と IHJおよび入善IJ農業協同組合の補助を受け，育荷センター
が設世され，集落の大部分の農家の水午前の-OJ-をまかなうようになった.
2) 1.長村景観の変化
i i\~場 ~~tiiill事業実施主j、 riíj は扇状地jこには複雑な起伏があり，そのため 1 筆が数a の耕地が段状に連続
して 10~ 30a程度の 1[1]地をなしていた.この団地は扇状地の縦mll!方向に長い紡鋭形をしており，ま
わりは「江Jと呼ばれる小川水路訂正1Ilで取 1)間まれているのが一般的であった(IJ林， 1974). i;l~ 
市川!万i;伏地で、は倒人の所有による田地ごとに，かけ流し濯政が行なわれていたこともあって，複雑な
用水路網が発達していた(竹内 1942). 1964年における浦UJ新地区北部の一部の農家の所有耕地を



























砺波平野とi可様に散)舌flJljがみられ 孤立した宅地と 5~6 戸の集出をなした宅地が混在していた.
宅地の広さは 10a前後のものが大部分で、 屋敷林に取り Iftlまれていた.屋敷林は宅地の必から南凶側


















25.7であった. 10団地以上に分かれている耕地を経営するj長家は 7戸もあり， 1戸を除いていずれの
農家の耕作地も 30筆以上に分かれていた. I薗場整備事業完了後には，経営耕地の平均団地数はわず
か2.3となり，筆数も 4.0と減少し，最も多い農家でさえ 5団地， 10筆にすぎなくなった. しかし，













第 3図 市山県入善n1TiflJLlI新地i互における!fjil場主主税H卒業後の耕地と宅地 (1974:{f-) 
(入善IH]新屋土地改良区換地計mUI;gI，I部き取り，野外観察により作成)
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j支地の警官mとともに家屋の新・改築が進んだ.第 3[~l に示された浦 UJ新地区北部では，国場整備事
業までかや茸きの農家が17戸あったものが(写真2) ，かやが手に入りにくくなったことや家屋のilH







































新屋地i亙 富11Vfl; 新!芸j也l孟(、l7.j力) 新民j也IK(1註iLU
WY'I日j II~Þli iJ 1;')lJ 1寺山j
0.5 0.3 
人)]
6.0 5.8 6.0 4.0 
共!可1刊に 二I二;i→i寸i司1:主 育wiセンター
11. 5 18.6 5.1 2.1 
人)j，191:;[よ機 人]j， トラクター 入力， トラクター
3.7 7.1 1.7 1.2 
人]] 人)j 入力， tl設布石支
22.7 19.6 8.5 7.0 
共IriJ 人)j )¥)j， m植機 日3Wt機
2.0 1.0 3.3 3.0 
人)j 人力 人力
58.0 18.1 22.3 6.3 
人)j 入力，除草剤 除草剤
60.0 17.3 27.5 15.0 
人力(1 1=2 I司) 人)j (1 1= 1 1m) 人力(2 [11 !il) 
4.5 3.5 4.5 2.0 
ji校社i機 jl設;{iJf設 J散布機
24.0 51. 3 7.0 2.0 
人)j，動JlJ¥i穀機 /ト引コン 1¥イン ;J寸~~!コン 1\ イン
5.7 6.2 5. 7 0.4 
乾燥機， もみすり機 乾燥機， もみすり機 ライスセンター
198.6 148.8 91.1 37.3 





















作業1I寺問の短縮が著しいのは，耕起， m植 除草，水管理H稲刈や稲こきなととの作業である. ~~I:起
や整地のための|時間が減少したのは 1967年に実施された第 l次構造改善事業， 2次事業によって



























と競合するとはいえ 冬季の余剰労働力を消化するため 積雪地帝の数少ない裏作作自の 1つとして





とによって，水稲作とチュ-1) 'Jプ球根栽:t去の労働の競合が緩和され， r水稲作十チュー 1)'Jプ球根
栽培jが広がった.
1967年以降，チュー 1)'Jフ。球根栽培が後退し始めたが，これは入善町におけるi習場整備事業の実
施と 1I寺を同じくする.浦UJ新地区でも 1966年には 13戸の農家が212aの栽培を行なっていたものが，
1974年には 5戸で148aの栽培になってしまった.聞き取りによると，残りの 8戸の栽培i干1J止i上f二‘の直接
の5霊弱i守j汁バj
業との競合のためであつた(第 41区Z却lり). 1974年の 5戸の栽培農家の平均経営規模は29.7aとかなり大












土地条件そのものが思くなったこと ( 2 )耕地の一法函が30aに拡大したため，小規模な栽培がで












{j三に桐山村に導入された 14頭， 1948年に新屋村に導入された 16頭，および1948・49年に11JLU村の
子牛が|二原村に 5~ 6頭導入されて始まり(入善lHT，1966)，この 3地区が1970年頃には入善1ITの陥
農の中心となった. 1970年代前半には ~HìUJ新地区は|日新屋村Aの断j誌のr:1:J心となり， 1973年8月には，
乳牛頭数は96頭，酪農家は 11戸であった. これは入希;.llIrの全頭数470のうちの20.3%，全自各民家数
46のうちの23.9%を占めた. 1948~年に始まる ~HJ1新地区の酪震は， 1963・64年に飯野地ほとお1んで
第 1次構造改善事業の指定を受けることによって拡大した.これによって21 の乳守:のほかに耕起


























Iml場整1ilH:事業:の始まる直前の 1966 年には~m山新地区の平均経営水i工i面積である約 1 haの耕作には
平均1，98611寺1mの労働が必要であり，これを 4月から 9月までの 6か月間の稲作期間で消化するため
には 113の平均労働H寺問は約111時間となった. しかも農作業がこの期間に均等にあったわけではな
いので，少なくとも 2人の炭業専従者が不 IJ欠で、あった.ちなみに 1967年において60歳以上を除く
農業専従者が2人以上いる農家は， 1き取りによると 64戸を数え irHl新地区の全農家の約65%を









しかしi胡場柱。m卒業実施後， 1971年の水稲作所要時間は平均で 1haあたり 9111l寺1'J，最低の場合
にはわずか37311寺問となり もはや l人の農業専従者で、も労働時間が余る状態となったことから，農
民は水稲作にとらわれることなく地域内外の他産業に'恒常的に従事することが可能となった.この結
果， 1972 {j三における 60歳代を除く農業専従者2人以上をもっ農家は30戸とわずか 5年1，1]に半減し，
55戸が女性だけの農業専従者のいる農家となった.水稲作以外のJ民業部IJを組み合わせる農家を
1967年と 1974年の場合で比較すると，水稲作+酪農が13戸から 7戸へ，水稲作十チューリップ球根
栽培ー が9戸から 4戸へ，水稲作→酪j長十チューリ yプ球根栽培が3戸へ，水稲作÷その他が4戸から


















場や吉田工業の F請工場 黒部)1沿岸の土石関係工場など いずれも従業員20人以下の小規模なも
のがあったにすぎなかった. しかし 1964年には入善機械工業センターの 8工場が 1965年には自動
車部品鋳造を行なう新和工業が国道八一号線沿いに立地した.新手1]工業は愛知県の愛新精機と
の関連会社で、あり，主として自動車部品の鋳造-加工を行なっている. 1965年に従業員約80名で操










代， 50歳代の土木町雇があったにすぎなかった. 59人の会社員や公務員のうちの32.2%にあたる 19
人の就業先は扇状地域外にあり，入善町内で勤務している者は23人にすぎなかった.女性の最大の
就業先は富山地方鉄道(パス)であった(第 51~). 
1972年には男性の農外就業者は 1967年より 24人多い 136人となった.これは主としてお歳代から
40歳代まで、の会社員の増加によるものである.日雇-出稼者数は総数では変化はないが，より高齢
者が増加した.男性の就業状況には大きな変化はみられなかったが，女性の就業状況は著しく変わり，




男 tt ~ 4自:
j党外就業の続~ll~! 20í~長代 30t長代 40議代 50歳代 60N交代 小計 20歳代 30t長代 40歳代 50t長代 60政代 小計 f:;、三fil12rF ~~，，~" .~"~" ~~"~" .l-JJ二 以 f 以 L
1967 :1ご
会社勤務 16 9 。 。 26 7 2 。 。 10 36 
公務 1M本勤務 9 2 5 3 20 2 。 。 。 3 23 
H Jui 5 13 10 。 29 。 2 2 4 。 8 37 
U_¥ fヰt 3 4 14 8 ? 31 。 。 。 。 32 
その他 2 3 。 。 6 。 。 。 2 8 
ノf~、 30 22 35 22 3 112 10 3 6 21 136 
1972 ile 
会社勤務 ?') 17 7 。 17 8 10 8 。 。 26 73 
公務 IJ体勤務 9 / 3 3一》 23 6 2 2 。 。 10 33 
1] ){j~ 5 5 12 ;) 28 。 7 9 。、 2 26 54 
tl' 高l 6 1 9 4 31 。 。 2 。 。 2 33 
その他 6 。 。 。 7 5 。 。 。 6 13 
{:ご子1、 39 35 27 25 10 136 19 19 21 8 3 70 206 
198311二
会社勤務 18 13 10 / ? 50 ltl 12 7 。 48 98 
公務 |立|体勤務 4 10 5 4 24 3 。 12 36 
1: Jm 。 。 5 3 12 。 2 8 18 30 
f言t 。 。 6 8 5 19 。 。 2 4 23 
その他 7 2 15 。 3 2 。 6 21 
~~ 、 23 30 29 26 12 120 17 25 25 19 2 88 208 
19941r: 
会社勤務 21 16 24 8 3 72 12 9 23 10 55 127 
公務 n1:本勤務 3 ，) 9 6 ? 22 2 2 10 2 。 16 38 
1 i{!i 。 。 4 6 13 23 。 4 10 lt 29 52 
千語t 。 。 。 o 2 ‘〉 。 。 。 。 。 。ど
その他 。 3 ? 4 9 。 2 。 つJ 。 ひ 14 
'n 、 23 18 10 22 2/1 128 14 14 37 25 15 105 233 
20021f 
会社勤務 7 22 16 28 74 6 10 10 21 。 47 121 
公務 !ヨH本勤務 3 2 10 20 フ 5 10 i 19 39 
1] JlIT 。 。 6 7 14 2 4 8 26 38 
4主ミ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
1そiコ、 の他
。 。 3 6 10 。 5 ? 。 / lt1 21 




















o 2 km 










を含む 3 人の男性を I~~ く女性従業員は，全員農家の主掃であった.工場設立当初は農作業と家事の関
係上，工場での勤務は農閑期の余I!IN利用の内戦的なものであったが，農業の省力化にともなって漸次
出勤率が上昇した. しかし 1973年度の月別平均出勤率をみると， 2・3月は90%台で最高を示した










区における各農家の生産活動の主IJみ合わせは， I理場整備事業を境いに大きく変化した(第 4表). 
1967年には水稲作とチューリ yプ球根栽培，および酪農を組み合わせるなど 農業のみに依存する













就業のおlみ合わせ 1967 {j'. 1972 {je 19831jo 19945f 2002 {jo 
lEZ鈴モ!-:コt寸ζ 16 (15.1) 1 ( 1.0) 5 ( 4.6) 6 ( 5.7) 5 ( 4.7) 
農業中心 農業+11¥{ま(E1 i{l) 37 (34.9) 23 (21. 9) 9 ( 8.3) 6 ( 5.7) 4 ( 3.7) 
53 (50.0) 24 (22.9) 14 (l3.0) 12 (11.3) 9 ( 8.4) 
j長業→ IJ'j稼(1:1i1ff) 会社勤務(公務 団体勤務) 25 (23.6) 33 (31. 4) 24 (22.2) 26 (24.5) 16 (15.0) 
兼業11心
農業+Il'j稼 (1二1JjtD十会社勤務十公務 (1ヨ'計) 。(0 ) 4 ( 3.8) 7 ( 6.5) 6 ( 5.7) 5 ( 4.7) 
農業+会什勤務(公j弘 I~j，:;(.) 21 (19.8) 36 (34.3) 49 (45.4) 40 (37.7) 48 (44.9) 
46 (43.4) 73 (69.5) 80 (74.0) 72 (67.9) 69 (64.4) 
非農家 会社勤務，公務，白骨，その他 7 ( 6.6) 8 ( 7.6) 14 (13.0) 22 (20.8) 29 (27.1) 







































l 俵 (60kg) とみこまれること，などの理由で普及した.新屋土地改良区管内にはコンクリートイヒ





















きることから， i íIJ lll 新地区のi/去作地も 6~7 か所にまとめられるようになった.
3 )家屋の変化
!習場整備事業は家屋や屋敷林にも大きな影響を与えたが 198351三3月の現地調査結果によって，
1970 年代後半からの変化を検討してみよう.浦山系~.地区北部の 56戸についてみると(第 6 図)， 1975 







ないものも含めて，屋敷林を持つ家屋は56戸のうち20戸を数えた. 1963 {j三には， 57戸のうち32戸に
屋敷林がみられたが 1974年には 19戸に減少してしまった.その後の変化は数の i二からはほとんど
222 
第 6国 富山県入善un-ifl山新地!互における家屋の改築状況 (198311"3 )j ) 
(野外観察により作成)
200m 

















穫・)J託手立・調製作業が， I主!日見 ~t~! コンノ〈インと ï~l:燥機，初出機を m し 1 ることによって， lOa 当り 50~60





農家に部分的あるいは全面的に委託する場合がでてきた. 1970年代に20~30馬力の小・ 1:j=1 型トラク
ターや動力出槌機，米麦別乾燥機が著しく増加した. 1980年には動力!切除機とFlゴ植機の台数がそれ
ぞれ92合と 72台になり ，i1山新地区のほぼすべての農家に普及し，J誌mトラクターと自脱型コンパ
イン，米麦JFj乾燥機の台数はそれぞれ52台， 67台， 56台で， 60戸を数える 1ha 以上の経営耕地を持
つ農家にほぼ導入されていたといえる. 1973年には?flr山新機械利用組合が所有する40馬力のトラク
タ-2 i今によって，約85haの水EI3のおj:起が行なわれていたが， 1980年代に入るとこの組合は実質的
に機能しなくなり，大吉1)分の農家が個人的に耕起を行なうようになった.また， 1973 年には育 13~i セ
ンターによって約84haの耕地への苗の供給がなされていたが，その後他人青苗が増加し，経営規模
の小さいj史家によって主に利r司されるのみなったの供給面積は， 1980年代初めには30~ 40haと






























場としては， 2 ~ 3 ha程度にまとまったものが7か所に設けられていた.
浦山新地区で、は，酪農が盛んなことから転作が比較的容易であること，個人単位では転作がI難な
場合が多いこと，集団化すると転作奨励金が多く得られることから， 1978年から計flis守集団転作が









































は低下し， I~l 立農業経営の中心として栽培が継続されるようになった(写真 5 ) . 
第41翠の農家番号⑬は浦山新地区におけるチューリップ球根栽培を事l!として自立農業経営を行って









土を散布した.融雪後， 3月下旬から 4月下旬まで病株の抜き取りを繰り返した.そして 4月下旬か
ら5月上旬にかけて花弁のつみ取りをした.この作業は 病気の予防と球根の肥大という 2つの目的
をもっていた.さらに 5月iヤに 41司の防除を行い， 6)~ 10日頃から 6月下旬まで晴天の日に掘りli(
り，水洗い，乾燥をした. 1980年代初めには掘り取り作業も機械化されたため， 4 ~ 5人の臨時労
働者を雇用する程度ですむようになった.













球根栽培と類似の傾向をたどり， 1974年には酪農家は 7戸に減少した. しかし， 1975年以降1983






















の世帯主 (1983年の年齢で68歳)は酪農に専念し，農業協同組合職員の長男 (40歳)とその妻 (35








で除草剤と肥料が投入された. I王i植は 4月29日から 5月5日までの連休の期間になされた. 5 月仁!~
句にはイタリアンライグラスの 1IIil I3 のメリり取り，デントコーンの;番干重とそのための ~9j:起と施 )jι
スーダングラスの;需桓iとおれ=た. 6月中旬にはイタリアンライグラスの第 21司自の刈り 1';(りカf行な
われた. 8月下旬から 9月上旬にかけて越路平生を刈り取り， 9月20日頃にはコシヒカリのメiJり 1文
りが始まる.越路早生とコシヒカリの作付比率は， 3 : 7であった. 9月中旬にはデントコーンを刈
り取り，さらに 9月上旬から 10月 i二匂にかけて，水iJJで稲ワラの集積を行い，堆H巴を散布した.堆













人で，合計43人となってしまった.その年齢構成をみると， 60歳が47%， 50 歳代が30%， 70 歳代
がは%を15めており， 50歳代の大部分が女性であった.40歳代以下の農業専従者は4人にすぎなかっ
た.農業専従者をもたない農家が全体の76%に当たる 71戸におよんだ.水稲作とそれ以外の経営音1)














範留に限っても，日本電気 (1973年進出，従業員744)¥)，入善工業 (1974年， 61ノ¥)，三協精機
(1974年， 22ノリ， トーヨ一被服富山工場(1976年， 94ノ¥)，新徳興業(1976年， 22人)，三日市縫製
(1976年， 48人)なと"rl::T小の工場が進出した.黒部市でも電子部品組み立てやファスナ一部171，
スポーツウエア縫製などを行なう小工j揚が設立された.



















してみよう.農業専業農家は1972年の 1戸から 5戸に増加した.この 5戸は，際農を主体にし水稲


















には 10a当たりの米の収量が430kgであったものが， 1995年には550kgとなった. しかも，量より
も質が向われるようになっていった.
水稲作の変化は，チューリップ球根栽培と酪農の衰退をもたらした. 1980年までチュー 1)"Jプ球
根栽培を継続した農家は，わずかに 3戸にすぎなかった.さらに 1992年以降はわず、か 1戸の農家が
チューリップ球根を栽培しており，これは 1990年代後半に至っても 1ha余りのチューリ yプ球根栽
培を継続しており，借地も含めて 4haほとごの水稲作と 6haほどの作業受託を行う自立農業経営を行
なうようになった.酪農経営はすでに述べたように 1975年以降一時的に安定し， 6戸の酪農家が規
模を拡大しながら 1980年代中頃まで存続した.その後経営者の高齢化と後継者不足によって， 1990 
年代になっても酪農を継続する農家はわずか2戸になった.さらに，乳1ilの低迷と購入飼料の高騰に




!3の集団化をはかることになった.それは，集落の 109.1haの水田を 1つがおよそ 4haになるように
26の団地に分け，それぞれに lから 26までの番号をつけた.そして， 2001年には 1，2，9，11，
15， 17， 25の7団地と後述するあらせの営農組合が借地しているビニールハウスの敷地を合わせて
33.8haを転作した.2002年には 5，10， 13， 16， 18， 22， 24の7団地とビニールハウスの敷地で
33.77ha， 2003年には残りの32.9haで転作する予定である.
入善町農政課によると， 2001年の浦UJ新地区の水田の転作面積は33.0haであり，全耕地面積の








































写真6 富山県入善町浦山新地区の転作大豆栽培 (2002年 7月)








， ~í めたが，それでも 50歳代が26.8%， 40歳代が20.8%， 30 歳代は11.9%いた.農業就業人口の
73.8%が基幹的農業従事者で、あった.基幹的農業従事者の場合も，女性は男性の約1.7倍であった.
1980年， 1990年そして1995:i'j三と農家人口はそれぞれ433と406，390と徐々に減少し， 20 歳代より
若い年齢層が少なくなり，その分高齢化が進んだ.すなわち， 65歳以、上の農家人仁!の割合は， 1980 
年と 1990年そして1995年にはそれぞれ12.2%， 20.7 %， 25.4 %となった. しかし，農業就業人口の
高齢化はさらに大きく進行し， 65歳以上の割合が， 1980年と 1990年， 1995年にはそれぞれ34.0%と
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りJ tl 女 '1ゾ1:
J廷外就業の椛知 20政イ~ 30政1t10政代 50[&代 60政代 70段1~ 小古| 20政代 30N&.1t40ti交代 50t長代 60政代 70N&.1t小百! 合計
以卜 tJ、 l~ 以下 以トー
199'11jo 
なし(農業専従) 。 6 17 26 3 3 19 17 41 70 
会社勤務 o 5 5 3 。H o 。 8 8 。。16 30 
うとJ先 刊行十:b'ijJ務 () 3 4 10 。 ? 。。 4 14 
H Hi' 。。 4 4 7 3 18 。。 2 10 12 2 26 .1 
lH 修f 。。。 o つ 。 2 。。。。。。。 2 
その他 。。 2 2 6 。。。 。。 7 
{-'i 。 3 J.1 16 21 22 76 4 15 21 31 19 91 167 
200211'. 
なし(J支業Wfi(J 。。 2 12 12 27 。 2 5 4 8 22 41 68 
会 I勤務 。。 4 15 。20 。。 2 ];j 。。16 36 
公務 IJ体勤務 。 9 。 12 。。 5 。 7 19 
1 ){j~ o 。。 5 J 戸 1 。。。 3 8 12 23 。。。。。。。。。。。。。。。
その他 。。。 2 3 2 7 。。。。 2 2 4 1 




より j史家の就業の組み合わせをみると，農業中心農家は 12戸と 1983年より 2戸減少したが，農業専
業者は i戸増加した.高齢者専業の他に比較的若い農民が水稲作の受託などによって規模を拡大しよ
うとする例も出現してきた. 1990年代以降の新しい傾向としては，兼業中心農家が減少し，非農家




もあるが， 1990 年代になって農家数が著しく減少した(第 1表参照).この減少分は，いずれも元農
家であり，現在でも農地を所有しているが，農作業を全部的に他の農家や営農組合に委託するように
なったものである. '1宣常的勤務が定着し，農作業に従事する時間も意欲もなくなったいわゆる「土地
























年 農業就業人口 男 (65段以上) 女 (65段以上)
1970 168 62 (14) 106 (20) 
1975 125 40 (10) 85 (19) 
1980 97 36 (14) 61 (19) 
1985 93 35 (25) 58 (19) 
1990 96 33 (27) 63 (28) 
1995 96 35 (25) 61 (34) 
2000 89 34 (23) 55 (28) 
2000年の農業就業人口は販売農家のもので，それ以前は総農家のもの.
(jミ業センサスにより作成)
第 7表 富山県入善1I汀浦山新地区における農業機械と水稲作作業委託 (2000ij:e)
a) 水稲作作業を請負わせた農家数 戸数(全販売農家にrJ:iめる割合. %) 
地域 販i 売./w 請PfJ負わせ子- 全作業
農家数 実農家数
育在[ 弱j:起・代かき 田植 I;)jl徐 稲メIJ.)J見穀 乾燥・訪iMt~
?rJ LL!新地区
76 51 。 48 9 13 。 25 25 
(67.1) (0) (63.2) (11.8) (17.1) (0) (32.9) (32.9) 
入菩lIfj'
2，334 1，455 56 1，218 483 359 130 578 597 
(62.3) (2.4) (52.2) (20.7) (15.4) (5.6) (24.8) (25.6) 
b) 農業機械所有台数 台数(100戸当たり普及台数)
地域
販売 動力説j:転機・農用トラクター 動力 i週中創設 自Jl見型 米麦JlJ
農家数歩行型 5PS未満 15 ~ 30 30PS以上 合計 l坊除機 コンノてイ 乾燥機
浦1新j也区
76 2 5 41 26 74 61 53 46 63 
(2.6) (6.6) (53.9) (34.2) (97.4) (80.3) (69.7) (60.5) (82.9) 
入善!Hr 2，334 130 110 1，131 703 2，074 2，152 1，790 1，651 1，704 





行なうようになった.この当時の家族構成員は 5人であり，就学年齢の子供 2人を除く， I世帯主
(1931年生まれ)・安(1933年生まれ).母 (1907年生まれ)の 3人が農業従事者で、あった.父は 1938
年に死に，世帯主は若くして農業の1:1心となった.この農家は 1951年まで水稲栽培のみを行なって
いたが， 1952年に乳牛を導入し， 1954年にはタバコ， 1957i:j三にはチューリップ球根栽培を始めた













た.チューリ yプ]判長栽培を 1967if-には60aにする予定であったが， I電i場整備事業が実施されていた
ため， 30aへと縮小した.その後， 1972 {j三に43.1aを栽培したのを除くと，栽培面積は30a前後に停滞
するようになった. 1969年には29.9aのチューリップ球根が栽培され， 57，500球が出荷された. 10a 
当たり約 2万球の収穫であり， 1 J:k平均 6円で， 10a当たり粗収入は 12万円となった(第11問cI~]). 
? ?? ??
酪農










土地利用密 Ij;，] a [罰医]-bo 1j;，]]-司直 ]-do I Ij;，]]-e ol 
第10図 富山県入善IHTimUJ新地区におけるA農家の就業変化
(開きljy'りにより作成)
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農家を対象として 約30haほどの水出に ï~~ を供給するにすぎなくなってしまった.しかし， 1990 
年代になって農業労働力の高齢化にともない，再び育苗施設の利用者が増加し始めた. しかし，~m LJ 
新地区の育苗施設は25年の年月を経て老朽化していたため 1996 年度の I~)軍事業として新しい育苗
施設が建設されることになった.
育施設 1棟と育苗ハウス24棟が1997年 3}引こ建設され(写真 9) ，その事業費は7，470万円余り




ら播種の準備をし， 4月3Elから 10日頃までに播種を行い， 5月の連休に苗を供給するようにして
いる.この1寺期には10名ほどの女性を)歪用している.
あらせ野営農組合にはもっ 1つ機械部があり，これは総事業費1，973万円の事業費の約30%をliL
15%をIll]ー からの補助金を得て， トラクタ -1台 (53馬力)と田植機2台(6条柏えと 8条植え)， コ













に参加し， 595，277 jJjの販売額があった. 1998年ーには販売所をあらせの営農組合の費用でつくり，スー








写真10 富山!旦入普Ilrifl1山新地!互におけるあらせil}営農組合の無人販売所 (2002年 7月)
6，282 595，277 94.7 
17，830 1，587，211 89.0 
23，191 1，957，907 84.4 
30，597 2，661，782 86.9 
25，042 2.330.066 93.0 
(あらせ野組合資料により作成)
242 
績によると，むつみ圏と 6人の男性を除く 31人の出荷者は女性であり，女性のうち 50歳代は i人，
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専兼業男lJ農家数の割合
























減した. 1990 年代の示冬わりにはおむ山菊;地区の間各農は jl~í lJ戎してしまった.チューリップ球十R~友;培や自各
j支の衰退は，通勤兼業との労働力の競合によって引き起こされた.
15兼業5JI農家数の割合の変化をみると， 1950年代の専業中心から 1960年代の第 l種兼業農家の増
大，それに次ぐ第 2 種兼業農家の急増がI~il授である.兼業ーの種類も出稼から， 日雇，そして恒常的通


























地調査と報告のとりまとめにあたって 平成13・14年度科学研究費基盤研究 (B)(1) I日本における農村地理学
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The Transformation of the Rural Landscape and Economy 
of the Kurobe Alluvial Fan in Central ]apan: 
The Case of Urayamashin in Nyuzen-machi， Toyama Prefecture 
Akira TABAYASHI 
Labor intensive farming mainly based on manual labor and the traditional rural way of life was 
dominant in Japan up to the end of the 1950s. Since then Japanese rural regions and their economic 
and social activities have changed remarkably. This paper mainly focuses on the changes in rural 
landscape and employment structure over four decades from 1960 to the beginning of the 21th 
century. The study area， Urayamashin is a rice-growing village on the Kurobe alluvia1 fan in central 
Japan facing the Japan Sea. 1n December 2001， village househo1ds and the popu1ation of Urayamashin 
numbered 110 and 462 respective1y. According to the 2000 Census of Agricu1ture the number of farm 
househo1ds was 78， of which only six were full-time operations. The rest were part-time farmers 
whose income was derived from 0百-farmfarming. 
1n 1963， prior to the 1and consolidation in Urayamashin， irrigation ditches and farm roads were 
narrow and complicated. Similar1y， fields were narrow and i1'regu1a1' in shape. The 1and consolidation 
that occurred between 1964 and 1971 resulted in wider fields， improved roads， and new irrigation 
ditches. The scattered fie1ds were a1so conso1idated. One of the most important changes in rice 
farming afte1' land consolidation was mechanization. The 1'educed time needed fo1' 1'ice cultivation 
enabled the fa1'm household heads to seek off-farm jobs. Work on their farms would be pe1'formed in 
the evenings， on weekends， and during the annual factory vacations. As a result， subsidiary farming 
such as tulip bulb growing and dairying declined. 1n the 1970s and 1980s the numbe1' of farm 
households primarily involved in farming decreased while the number of fa1'm households where non-
farm wo1'k was mo1'e common kept increasing. 
A number of farmers stopped fa1'ming in the 1990s， although they had fa1'mland. Farm household 
248 
heads and their wives who started part-time operations in the 1970s， reached retirement age， but 
many of their sons or daughters did not want to take over their parents' farm operations. The middle 
of the 1990s can be considered an important turning point for farming in this village. At present many 
peop1e prefer to rent out heir agricu1tura11and to other farmers in Urayamashin. 
Related to these farm management changes， a new common facility was bui1t in 1996 financially 
supported by the national and prefectural governments， and 60 farmers of Urayamashin organized a 
farming support group named Araseno Farmers' Association. This association supp1ies rice seedlings 
for 75 hectares of paddy fields. The association a1so keeps tractors， rice planters and harvesters to 
serve 23 hectares of paddy fields for the use of part-time farmers or aged farmers in Urayamashin. 
The Araseno Farmers' Association has succeeded in Urayamashin， because its rural community stil 
is active and viable. 
Key words: rural landscape， employment structure， sustaining farming， off-farm jobs， farming 
support group 
